
平成 29 年度　公益財団法人　石本記念デサントスポーツ科学振興財団学術研究募集

謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は当財団の事業運営に関しまして格別のご高配を賜わり厚く

御礼申し上げます。

さて、石本記念デサントスポーツ科学振興財団学術研究募集もお蔭をもちまして順調に推移し、この度、第 39 回の

募集を行う運びとなりました。

つきましては、スポーツ関連科学に関する学術の研究を奨励・援助し、健全な体育・スポーツの振興・発展に寄与す

るため、平成 29 年度スポーツ科学学術研究公募を下記の要領にて実施いたしますので、多数ご応募頂きますようお願

い申し上げます。

なお、当財団の研究助成の大きなねらいは、いわゆる高度にアカデミックなものというより現実に役立たせ得る研究

に焦点をおいているということと、明らかな疾病に対する運動療法的なものよりも健康者もしくは半健康者の積極的な

健康増進を意図するものを優先する立場をとっていることを念のため申し添えさせて頂きます。

敬　具

                                                                                                                                                                                          平成 28 年 9 月

公益財団法人　石本記念デサントスポーツ科学振興財団

学　術　研　究　募　集　要　項

主　　　　　催　：　公益財団法人　石本記念デサントスポーツ科学振興財団

                                         THE DESCENTE AND ISHIMOTO MEMORIAL

                                        FOUNDATION FOR THE PROMOTION OF SPORTS SCIENCE

応　募　資　格　：　1体育学、健康科学、人間工学、被服科学、運動施設工学等健康の増進と体力の向上に関わる学

術、およびその他スポーツ振興に寄与する学術研究に関する講座を持った大学、およびこれに

準ずる研究機関に所属する個人またはグループ。

2高校生から幼児までの教育機関に奉職しており、1 に前述した分野で研究または調査活動を

積極的に行っている個人またはグループ。

この場合、運動生理学的研究でなくとも、あくまで教育現場に於ける身近なテーマで、すぐに

も役立つ研究テーマを求めている。

但し、研究報告等に不慣れな人は、報告書作成に習熟した人を共同研究者に加えて申請のこ

と。

学術研究テーマ　：　自由課題学術研究

本財団の主旨に添ったものであり、申請者がこれまで行って来た研究を助成することによって、

調査・研究の発展・充実が期待されるものであること。



応　募　方　法　：　本年度の公募締切日は平成 28 年 11 月９日です。

応募者は、所定の申請用紙に研究テーマ、目的、内容および期待される成果等を簡潔に書き、

平成 28 年 11 月 9 日（当日消印有効）までに書面にて下記宛提出すること。

（申請書は所定用紙または当財団ホームページより、Ｂ４サイズにてダウンロ
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ードしたものとする。

但し所定用紙をコピーし使用する場合、平成 29 年度申請書をコピーのこと、自作による作表お
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

よび前回までの用紙は使用しないこと）

                                              〒543-8921      大阪市天王寺区堂ヶ芝 1-11-3（株）デサント 開発部内

                                                                       公益財団法人　石本記念デサントスポーツ科学振興財団　編集局

T E L 06 ー 6774 ー 0252　  FA X 06 ー 6774 ー 0245

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 　 http://www.descente.co.jp/ishimoto/

E  m a i l zaidan@descente.co.jp

学　術　委　員　：　委員長　佐 藤　祐 造（愛知みずほ大学学長）                               委　員　田 村　照 子（文化学園大学名誉教授）

                                        委　員　井 上　真 理（神戸大学大学院教授）                               委　員　中 島　利 誠（一般財団法人日本衣料管理協会会長）

                                        委　員　押 田　芳 治（名古屋大学総合保健体育科学センター長）     委　員　永 富　良 一（東北大学大学院教授）

                                        委　員　梶 原　莞 爾（信州大学特任教授）                                   委　員　西 松　豊 典（信州大学教授）

                                        委　員　川 原　　 貴（国立スポーツ科学センター長）                      委　員　西 村　太 良（京都工芸繊維大学元教授）

                                        委　員　島 﨑 恒 藏（日本女子大学名誉教授）                            委　員　平 田　耕 造（神戸女子大学副学長）

                                        委　員　下 光　輝 一（公益財団法人健康・体力づくり事業財団理事長）委　員　廣 田　孝 子（京都光華女子大学教授）

                                        委　員　下 村　吉 治（名古屋大学大学院教授）                            委　員　福 永　哲 夫（鹿屋体育大学特任教授）

                                        委　員　田 島　文 博（和歌山県立医科大学教授）                        委　員　藤 本　繁 夫（相愛大学教授）

                                        委　員　田 中　宏 暁（福岡大学教授）                                          委　員　吉 岡　利 忠（弘前学院大学学長）

                                        委　員　田 畑　　 泉（立命館大学スポーツ健康科学部教授）

                                                    

                                        

：　研究助成の対象として採択された研究者に対し、当財団より書面にて本人宛通知する。

（平成 29 年 3 月下旬の予定）
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

なお、入選されなかった方には、４月上旬までに本人宛通知する。
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

助 成 金 の 交 付　：　最優秀入選　100 万円、優秀入選　50 万円　30 件を予定。

                                        受賞者は、平成 29 年 6 月に正式発表し、助成金は、7 月 31 日までに交付する。

                                        なお、研究助成は個人またはグループを対象とし、所属機関の間接経費、一般管理費は助成の対

象にしない。

報 告 書 の 提 出　：　選考の結果、助成金の交付を受けた者は、所定の様式で原稿用紙 550 字詰 22 枚前後（図表類を

含む）の研究成果報告書を平成 29 年 10 月 31 日までに当財団に提出すること。また、同時に研

究助成金使途報告書を提出すること。詳細は入選者に別途通知する。

留　意　事　項　：　1研究結果の報告を主とした場合でも何等かの結論や主張を体系的に述べること。

また、客観性を具えた内容と記述であるよう留意すること。

2原則としてテーマは、一度の報告で結論、主張がまとめられること。

（PartⅠ、 PartⅡ、または第１報、第２報の形式は採用しない）

3入選内定より報告書提出まで、短期間（約 7 ヵ月）のため、これまで実施してきた研究に助成

することにより、発展または充実が期待される内容であること。

4申請書に記載の研究課題や応募者名および共同研究者名は報告書提出時に変更できない。

共同研究者が多数にわたる時は、主たる共同研究者は４名以内として表記のこと。他の共同研
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

究者や新たな共同研究者が生じた場合は、報告書末尾に謝辞として記載することとする。　　
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

5応募は、研究者１名につき１件のみとする。
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

6研究助成金交付申請書の提出にあたり、記載漏れ、押印漏れがないように注意すること。記載

漏れがある場合、所定の期日までに修正されない場合受理しない。

助 成 者 の
入 選 内 定 通 知

⎛
⎝

⎞
⎠

（敬称略順不同）

応募書類　送付先
資料の請求および問合わせ



そ　　の　　他 ：　1 研究成果の報告書は、学術委員により査読の上、平成 30 年 6 月発行予定の機関誌「デサント

スポーツ科学」Vol.39 に掲載する。

2研究助成の対象として採択された研究課題に対する助成金の配分は、当財団において決定する。

3入選者より提出された成果報告書の著作権は、本財団に帰属する。当該報告書の他への発表

は、必ず当財団の承認を得た上、「デサントスポーツ科学 Vol.39」より引用の旨を併記すること。

また、「デサントスポーツ科学 Vo1.39」発行以前に他への発表は差し控えること。

やむを得ない場合には、必ず事前に当財団まで連絡の上、財団事務局の指示に従うこと。

4申請書への内容記入は、鉛筆書きは不可とする。

5申請書提出後、所属機関および自宅の住所、電話番号など変更の場合は、速やかに書面で当

財団編集局まで連絡のこと。

6申請書は選考事務に支障なきよう、折りたたむ場合は、二つ折り（Ｂ５サイズ）までとす

る。

7研究テーマは、下記の項目に従って分類し、申請書の分野欄※に該当記号を記人すること。

Ａ：スポーツと安全    Ｂ：運動生理                Ｃ：バイオメカニクス

Ｄ：医療・看護            Ｅ：トレーニング        Ｆ：食物・栄養

Ｇ：用具・被服            Ｈ：体育活動調査        Ｉ：障がい者スポーツ注 1（第 38 回より新設）

注 1：障がい者スポーツ・・・障がい者スポーツの普及・発展を目的とし、障がい者スポーツ

医科学研究、及び関連する衣服・器具等の研究、調査を対象とする。

8「デサントスポーツ科学」はその内容をインターネットで当財団ホームページから公表す

る。

9報告書の内容がタイトル、実験内容、研究者などで公募時の研究助成金交付申請書の内容と

著しく異なる場合、理由を機関誌に掲載の上、論文の不掲載・助成金の返却等を求めること

がある。

【研究の実施について】

人を被験者とする研究を行う場合は、学内の倫理委員会または倫理委員会がない場合は、これに準じる機関の事前

承認を得たのちに実施すること。

【個人情報取扱いについて】

申請書、報告書に記載された個人情報については、選考審査等の当財団に関連する活動の範囲内で使用する。

また、採択された研究者（申請者、共同研究者を含む）の個人情報については、助成結果の公表時、および当財団

ホームページへの掲載時等に使用する。
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所　在　地　〒

氏　　　名                                       ` ＴＥＬ

申 請 者

共 同 研 究 者

※共同研究者多数
の場合は、主た
る共同研究者４
名までを記入願
います。

研 究 課 題
（具体的に）

研究の背景と
目　　　　的

研 究 計 画

研 究 の 特 徴

研 究 成 果 の
社会的貢献度

当分野に関連する
申請者自身のこれ
までの研究成果ま
たは実績
※機関誌名、論文名ま

たは、研究報告、資

料等を箇条書きで記

入願います。

推 薦 者

公益財団法人 石本記念デサントスポーツ科学振興財団

平成 2 9 年度研究助成金交付申請書

（ フ リ ガ ナ ）
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氏　　　　　　名 所　　　　　　属 職　　　　名

機　関　名

（財団使用欄）

分　　　担　　　課　　　題

※
分
野

平成 28 年 　 　   月 　 　   日  提 出

学歴および職歴

受 付 日

受付番号

平成 28 年　　  月　　  日

（財団使用欄）

機　関　名

所属・職名

所　在　地　〒

Ｔ　Ｅ　Ｌ

Ｆ　Ａ　Ｘ

氏　　　名                                                                    ` 性別　男・女

生 年 月 日

自 宅 住 所　〒

Ｔ　Ｅ　Ｌ

Ｆ　Ａ　Ｘ

Ｅ−ｍａｉｌ Ｅ−ｍａｉｌ

30

対 象 と 方 法

期待される結果（　　　　　　）
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